
★本は大切に扱いましょう。
・水濡れの本の例です。 ・破れた本の例です。

２０１７年２月号 Ｎｏ.１８５

輪島市立図書館
〒928-0001 輪島市河井町２０部１番地１
TEL:0768-22-2926 FAX:0768-23-8128
E-mail: lib@city.wajima.lg.jp
◎開館時間:平 日９：３０～１８：００

土･日･祝日９：３０～１７：００

図書館ニュース２月号

◎１０日(金)１０：３０～
「よちよちさんのおはなし会」

○１８日(土)１４：００～
「ききみみずきんのおはなし会」

◎１９日(日)１３：３０～
「読書会 (テキスト ｢惜身命」)」

○２５日(土) 「ＤＶＤ上映会」
『二つの遷宮 ～伊勢と出雲のミステリー～』
１回目 １１：００～ ２回目 １４：００～

□市立図書館の破損本等を展示。
期 間：２月４日(土)～２月２６日(日)
図書館の本が少しでも長く、みなさんの手に取っ

ていただき大事に思っていただけるよう、破れて
いたり、汚れているなどで貸出や閲覧が出来ない
状態の資料を展示します。
展示している資料の貸出や複写等はできません。

１月１９日に芥川賞・直木賞の選考委員会で、受賞作が選ばれました。

受賞作と候補作の貸出及び展示をしています。予約もできますので、ぜひご一読下さい。

２人の作家の「受賞コメント」など（新聞掲載）を図書館に掲示しています。

※芥川賞受賞作

・山下 澄人
『しんせかい』

新潮社

※芥川賞候補作

・加藤 秀行『キャピタル』
・岸 政彦『ビニール傘』
・古川 真人『縫わんばならん』
・宮内 悠介『カブールの園』

※直木賞受賞作

・恩田 陸
『蜜蜂と遠雷』

幻冬舎

※直木賞候補作

・冲方 丁 『十二人の死にたい子どもたち』
・垣根 涼介 『室町無頼』
・須賀 しのぶ『また、桜の国で』
・森見 登美彦『夜行』

●文学講座のお知らせ
日 時 ２月２６日（日）13:30～15:00
内 容 「映画と文学について」
講 師 水上 猛之氏

（劇作家・映画監督・劇団ミロ主宰）
場 所 文化会館３階 ３０２会議室
※参加費は無料ですが、参加申込みを
事前にお願いします。
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私をくいとめて
綿矢 りさ 朝日新聞出版

黒田みつ子、もうすぐ３３歳。男性にも家

庭にも縁遠く、一人で生きるのに、何の抵抗

もないと思っている。

そんな時は、もう一人の自分「Ａ」に脳内

で相談をするのだが……。

新 刊 を 紹 介 し ま す !

かまくらレストラン
真珠 まりこ 教育画劇

まっしろなゆきのなかに、おばあさんのか

まくらレストランはぽつんとたっています。

ゆきのふるふゆのあいだだけ、あいています。

おしるこたべたら、心も体もぽっかぽか。

★２月にちなんだ
本の紹介

「いい質問」が人を動かす
谷村 誠 文響社

「いい質問」は一瞬で相手の心を掴み、

相手を動かします。

「いい質問」をすることで、を取引先や

同僚、パートナーとの人間関係が改善する

だけでなく、人生が大きく変わります。

《節分》（２月３日）

おにはそと！ふくはうち！
いもと ようこ 金の星社

２月３日は節分。家の中や外へ豆

まきをするのが一般的。

では、どうして節分には豆まきを

するのでしょう？ 節分の由来がわ

かる行事絵本。

《建国記念の日》（２月１１日）

国民の祝日と日本の文化
生方 徹夫 モラロジー研究所

元日、建国記念の日、ひな祭り、

お花見、憲法記念日、お盆、体育の

日、天皇誕生日…。１月から１２月

までの国民の祝日と日本の文化につ

いて解説します。


